
文化芸術の推進に関する基本的な考え方 

  名古屋市文化芸術基本条例（仮称） 

文化芸術の振興及び文化芸術により生み出される価値の活用（以下、「文化芸術の推進」

という）に関し、基本理念を定め、市の責務を明らかにするとともに、文化芸術の基本と

なる事項を定めることにより、文化芸術の推進に関する施策を総合的かつ計画的に推進

し、もって心豊かな市民生活の実現及び、魅力と活力にあふれるまちづくりに寄与するこ

とを目的とする 

◆文化芸術活動 

文化芸術を創造し、もしくは享受し、またはこれらの活動を支援する活動をいう 

◆市民 

 本市の区域内に住所を有する者もしくは市内に存する学校、事業所等に通勤し、もしく 

は通学する者または、市内において、文化芸術活動を行う個人をいう 

◆文化芸術活動を行う者 

 市内において文化芸術活動を行う個人または法人その他の団体をいう 

◆事業者 

 市内において事業活動を行う全ての者をいう 

◆市民等 

 市民、文化芸術活動を行う者、事業者をあわせて「市民等」という 

文化芸術に関する施策の推進にあたっては、次に掲げる事項を基本理念として行われ

なければならない 

・文化芸術活動を行う者の自主性及び創造性が十分に尊重されるとともに、その地位の向

上が図られ、その能力が十分に発揮されるよう考慮されること 

・文化芸術を創造し、享受することが人々の生まれながらの権利であることに鑑み、市民

誰もがその年齢、障害の有無、経済的な状況または居住する地域にかかわらず、等しく

文化芸術を鑑賞し、これに参加し、またはこれを創造することができるような環境の整 
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備が図られること 

・文化芸術活動が活発に行われるような環境の醸成並びに多様な文化芸術の保護及び発展

が図られること 

・市民が誇りと愛着をもち、継承してきた本市の特色ある歴史・文化を活かした文化芸術

の発展が図られること 

・本市の文化芸術が国内外へ発信されるよう文化芸術を活かした交流促進が図られること 

・文化芸術の持続的な発展を促すため、次世代を担う人材に対する支援及び育成が図られ

ること 

・文化芸術の持つ固有の意義と価値を尊重しつつ、観光、まちづくり、国際交流、福祉、 

教育、産業その他の各関連分野における施策との有機的な連携が図られるよう配慮され

ること 

◆本市 

・基本理念にのっとり、文化芸術に関する施策を総合的かつ計画的に策定し、実施するも

のとする 

・市は、市民等が文化芸術を創造し、享受することができるとともに、文化芸術が将来に

わたって発展するよう市民等の文化芸術に関する関心及び理解を深めるように努めるも

のとする 

◆文化芸術活動を行う者 

 文化芸術活動を行う者は、その実情を踏まえつつ、自主的かつ主体的に文化芸術活動の

充実を図るとともに、文化芸術の継承、発展及び創造に積極的な役割を果たすよう努め

るものとする 

◆事業者 

 事業者は、事業活動を通じて、自主的かつ主体的に文化芸術を振興する役割を担うよう

努めるものとする 

市は、文化芸術の推進に関する施策を行うにあたっては、国、県及びほかの地方公共団

体、文化芸術団体、事業者その他関係者と相互に連携を図りながら協働するよう努める

ものとする 
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  市は文化芸術に関する施策を実施するために必要な財政上の措置を講ずるよう努める

ものとする 

・市長は、文化芸術の推進に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るため、文化芸術

の推進に関する基本的な計画（以下「文化芸術推進計画」という）を定めるものとする 

・文化芸術推進計画には、文化芸術の推進に関する目標、取組みその他文化芸術の推進に

関する施策を総合的かつ計画的に推進するために必要な事項を定める 

・市長は、文化芸術推進計画を定めるに当たっては、あらかじめ名古屋市文化芸術評議会

の意見を聞くとともに、市民等の意見を反映することができるように必要な措置を講ず

るものとする 

  基本理念及び文化芸術推進計画に基づき、文化芸術の持続的な発展を推進し、市民等

が文化芸術を享受するために必要な支援等の施策を行うものとする

・この条例に定めるもののほか、文化芸術の推進に関する重要な施策について、市長の諮

問に応じ調査審議するため、名古屋市文化芸術評議会を置く 

・委員は、学識経験のある者その他市長が適当と認める者のうちから、市長が委嘱する 
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